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P.15 【機能整備の方針 3】　駐車場・駐輪場の整備

□ 駐車場

・「市川市宅地開発事業に係る手続及び基準等に関

する条例」に基づく基準台数以上を確保した駐

車場を整備します。

・駐車場への入庫待ち車両のための滞留空間を確

保します。

・来庁者の利便性に配慮し、駐車場の整備にあたっ

ては地下の活用を検討するとともに、その場合に

は浸水対策もあわせて検討します。

・緊急車両の駐車スペースについては、来庁者用

駐車場とは分離した配置、あるいは敷地外にス

ペースを確保するなど、緊急時の活動を損なわ

ないよう総合的に検討します。

□ 駐輪場

・自転車利用の動向を踏まえ、必要台数を確保し

た駐輪場を整備します。

・駐輪場は、自転車を整理して置くことができる

よう、設置方法を工夫します。

P.16【機能整備の方針 4】移動しやすい空間の整備

□ 共用部分

・廊下などの共用部分は、「高齢者、障害者等の移

動等の円滑化の促進に関する法律 」の「誘導基

準」に基づいて、利用しやすくなるような幅や

機能を確保します。

・敷地入口及び駐車場などから庁舎への進入路に

ついても、円滑な動線を確保します。

１階平面の基本的な考え方

仮本庁舎時は、市民生活に関わる窓口を配置

する本庁舎として機能します。これを踏まえ、

新第２庁舎時は約 70 台の駐車場を確保し、

仮本庁舎時は約 100 台に拡大できる計画とし

ます。また、基準階平面を拡大することで、エ

スカレーターで接続した2階ワンフロアに市民

窓口を集約する計画とします。

エントランスは、利用者にとって安全で分か

りやすい位置とするため、南側の市道 0117

号に面して計画し、東西からアプローチが可

能な計画とします。

❶ピロティ駐車場
・合理的なスパン割になるように、１スパン

に駐車マスが３台並ぶように計画します。

・新第２庁舎：74 台、仮本庁舎：106 台

・利便性と安全性を確保するため、ワンウ

ェイ方式の車路として計画します。ワンウ

ェイの車路幅とすることで、駐車台数を効

率よく確保した計画とします。

・ゴミ収集車や、緊急車両に対応した天井高

3.0m( 入庫車高さ 2.8 ｍ )を確保します。

❷障害者・車椅子駐車場
東玄関近くに３台配置します。

 

❸思いやり駐車場
高齢者や妊産婦等、歩行が困難な方のため、

東玄関近くに２台配置します。

❹マイクロバス駐車スペース(仮本庁舎)
敷地南側に配置。市道 0117 号から直接入れ

る計画とします。

❺緊急車両駐車スペース
敷地南側に配置。市道 0117 号から直接入れ

る計画とます。

❻車寄せ (ピロティ )
雨天時にも利便性の高い計画とします。

❼駐輪場
新第２庁舎：112台、仮本庁舎：126台

❽バイク置場
新第２庁舎：15台、仮本庁舎：10台

❾エントランスホール
東西風除室をつなぐエントランス空間、守衛

室・WCを隣接配置します。

�エレベータ・階段
来庁者の利便性を考慮し、東玄関の近くに

設置します。

�エスカレータ
１階と２階をつなぐエスカレータを設置し、

利便性に配慮します。外からも分かりやす

い位置に配置します。

�北側コア
・北側にエレベータ・階段を設置します。

・普段は施錠し、職員・建物管理者のみ利

用する計画とします。

・非常時は避難動線として利用する計画と

します。
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基本構想04．平面計画２ ( ２・３階平面図 )
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２・３階の基本的な考え方

仮庁舎時・将来の機能変更を見据え、可変で

きないコア部 ( 階段・EV・水廻り・設備関連

)を集約配置し、可変エリアを最大化します。

そうすることで、機能転換に対応できるフレ

キシビリティの高い施設を計画します。

❶セキュリティライン
執務室入口は施錠できる扉を設け、セキュリ

ティラインを設定します。施設管理を行いや

すく、フロア毎の用途転用などに対応しやす

い計画とします。

❷執務室 (窓口 )
・執務室は、通路側の窓口カウンター、中央

部のデスクスペース、窓側のファンクション

スペースの 3 層構成とし、全フロア共通のレ

イアウトモジュールとすることで、レイアウ

ト変更にも柔軟に対応できる計画とします。

・窓口カウンターは、市民の主要動線となる

中通路に面して配置して、共用部と執務室を

明快に区分けする計画としていきます。

・デスクスペースは、ユニバーサルレイアウ

トを採用し、部署間に間仕切りを設けず一定

の間隔で机・イスを等間隔に配置することで、

組織改正等の際には、家具にあわせて人が異

動することで、家具移動等なしに柔軟に対応

できる計画とします

・ファンクションスペースは、各部署の特殊

性に対応するスペースとして、各部署の業務

内容によって異なってくる家具、書架、打合

せスペース、部長・次長席等を配置する計画

としていきます。

❸会議室・打合せスペース（各階）
各階のレイアウトに応じて適切な大きさの会

議室を配置します。

❹売店
来庁者が利用しやすい２階ホールに面した位

置に配置する計画とします。

❺トイレ（ＷＣ・ＨＷＣ）
・各階ホールに隣接してにトイレを設ける計

画とし、玄関やエレベータ・階段から近い場

所に配置します。

・「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促

進に関する法律」の「誘導基準」に基づく計

画とします。

P.16【機能整備の方針 5】利用しやすい設備の整備

□ トイレ

・ユニバーサルデザインの考え方に基づいた『誰

でもトイレ 』を、「高齢者、障害者等の移動等

の円滑化の促進に関する法律」の「誘導基準」

に基づき設置します。

P.19 【機能整備の方針 7】　協働・交流機能の整備

□ 売店

・売店は、コンビニエンスストアの誘致を含めて

検討します。

P.22 【機能整備の方針 10】　執務空間の整備

□ 執務室

・国基準に準じた執務空間を確保します。

・執務空間には、各課の間に間仕切りは設けず、

机やイスなどの什器類の大きさ・配置と執務室

のレイアウトを統一化した、引越し経費の削減

にも効果のあるユニバーサル・フロアを導入し

ます。

・休養室、更衣室等については、労働安全衛生法

に基づき設置するとともに、業務の形態に応じ

た適切な配置を検討していきます。

□ セキュリティ対策

・執務空間のセキュリティ確保のため、窓口階に

おけるシャッターの設置、必要箇所への防犯　

カメラの設置及び鍵の管理についても別途検討

します。

P.23 【機能整備の方針 11】　会議室等の整備

□ 会議室

・現在の不足状況を解消できる数を確保した、全

庁共用の会議室を整備します。

□ 可変エリアの考え方 □セキュリティゾーン
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P.19 【機能整備の方針 7】　協働・交流機能の整備

□ 食堂

・市民が利用しやすい食堂の設置を検討します。

□ 倉庫・書庫

・全庁共用の書庫・備品倉庫などを配置するとと

もに、法令等に基づく保管文書などついては、

専用の保管スペースを確保します。

P.26 【機能整備の方針 14】　災害対策本部機能の

整備

□ 備蓄スペース

・支援活動と行政活動を行う職員のため、資材と

最大 7 日分の食糧を備えておくことのできる　

備蓄スペースを設置します。

P.22 【機能整備の方針 10】　執務空間の整備

□ 執務室

・休養室、更衣室等については、労働安全衛生法

に基づき設置するとともに、業務の形態に応じ

た適切な配置を検討していきます。

P27 【機能整備の方針15】　バックアップ機能の整備

□ 非常用発電装置

・消防法に基づく非常用電源に加え、72 時間連続

運転可能な『非常用発電装置』を設置します。

・非常用発電装置などについては、浸水などの影

響を受けないよう設置場所を考慮します。

４階の基本的な考え方

４階には、教育長室や教育次長室などの教育

委員会エリアが、仮本庁舎時は市長室や副市

長室などの執行部エリアが配置されます。こ

のことを踏まえ、４階の一部に専用のセキュ

リティラインを設けることで、独立性の高い

エリアとする計画とします。

❶教育長関係諸室
専用のセキュリティラインを設置し、独立し

た空間を確保します。廊下に面した出入口に

は窓口を設け、人の出入りを確認できる計画

とします。

❷会議室 (市民活動支援スペース )：
南側共用部に面する会議室を、一般開放でき

るようにすることで、市民活動を支援するス

ペースとして利用できる計画とします。

５階の基本的な考え方

基準階と同様に、機能転換に対応できる計画

とすることに加え、災害時における支援活動

と行政活動を行うためのバックアップ機能を

整備ため、非常時に必要な機能を上層階に配

置することで、災害に強い施設として計画し

ます。

❸書庫・倉庫
公文書を効率的に管理できるよう、共用の書

庫・倉庫を集約して配置します。

❹備蓄倉庫
災害発生時における職員の支援活動と行政活

動を支えるため、最大 7 日分の非常食等を備

蓄できるスペースを確保した計画とします。

❺非常用発電機
浸水時における水損リスクを回避するため、

基幹設備を最上階に設けた計画とします。

❻食堂
南側コア近くに配置し、利用者の利便性向上

を図る計画とします。

平面計画 3（4・5 階平面）
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平面計画４( 仮本庁舎　2・3 階平面）

P.14 【機能整備の方針 1】　窓口機能の整備

□ 総合窓口（ワンフロア集約連携サービス）

・庁舎の 1 階に利用が多い市民窓口を集約して配

置する総合窓口を導入します。

・ワンフロアに集約した各窓口は、書類の受け渡

し等で連携を図ることで、待ち時間の短縮等を

行っていくワンフロア集約連携サービスの実現

を目指します。

・利用の多い証明書を一元化して発行できる『証

明書発行専用窓口』を設置します。

□ 待合空間

・総合窓口には、窓口の集約に対応したゆとりあ

る待合空間を整備します。

P.14 【機能整備の方針 2】　相談機能の整備

□ 相談室

・プライバシーに配慮した共用の個室相談室を設

置するとともに、主に相談を行う部署を配置す

る低層階には専用の相談室を確保します。

・福祉部門などへは、プライバシーに配慮した相

談室を十分設置していきます。

P.18【機能整備の方針 6】わかりやすい案内の整備

□ 総合案内

・庁舎出入口及び 1 階の総合窓口のフロア内に総

合案内を設置し、『案内係（コンシェルジュ）』

を配置します。

・案内係（コンシェルジュ）は、目的に応じた窓

口や手続きへの案内、複数の手続きが必要な場

合の手助け、申請書等の記入補助等、窓口で迷

うことなく、快適に用件を済ませることができ

るようなサポートを行うことを目指します。

・外国人へのわかりやすい案内も考慮し、外国人

へ手続きの案内、情報提供、各種相談に対応で

きる窓口も設置します。

２・３階の基本的な考え方

基準階平面を大きく確保することにより、可

能な限り市民利用の多い窓口を集約できる面

積を２階に確保し、市民の利便性・業務連携

の効率化を図ります。

❶窓口機能
基準階面積を拡大することで、市民窓口の大

部分を２階に集約します。

❷待合スペース
もっとも利用者の多い市民部 ( 市民課 ) に隣

接配置し、十分なスペースを確保します。

❸相談室
相談を行う部署に近接して、相談室を配置し

た計画とします。また、福祉部門に近接して

設けた相談室については、車椅子が転回でき

る広さを確保した計画とします。

❹総合案内カウンター
エントランス階となる２階の EV ホール前に

設置し、初めての来庁者にも分かりやすい施

設となる計画とします。
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平面計画５　( 仮本庁舎　4・5 階平面）

P.20 【機能整備の方針 9】　議会施設の整備

□ 施設の配置

・本会議および委員会開催時の利便性を考慮し、

議場、委員会室、会派控室、議会会議室、議会

事務局等、議会関係施設を可能な限り同一フロ

アに設置します。

・来庁者が議会事務局で受け付けをした後、議員

と面会することとなるよう、動線およびセキュ

リティーに配慮します。

□ 議場・傍聴席

・現在の面積、形状、採決表示システムなどの機

能性を維持しつつ、ＩＣＴ環境の整備など、今

後の議会改革に対応できるものを検討していき

ます。

・傍聴席は議場内全体の様子が分かりやすい位置

に、独立した配置とします。

・議場および傍聴席は、ユニバーサルデザインを

基本とするとともに、エスカレータやエレベー

タの設置を検討します。また、議員と傍聴者に

配慮した動線の確保を検討します。

□ 正副議長室

・応接室を含め、現在と同様の面積を確保します。

□ 委員会室

・委員会は 4 つの委員会が同時に開催できるよう、

現行数（4室）を維持します。

・議員席のほか、委員会に出席する職員席のスペ

ースについても現行以上に確保します。

・委員会室とは別に、職員が待機できる控室を確

保します。

・ＩＣＴ環境の整備など、今後の議会改革に対応

できるものとします。

・委員会室は、全員協議会等にも対応できるよう、

可動式の間仕切りを備えた柔軟な構造とします。

□ 会派控室

・控室は、議員 1 人あたり 10 ㎡とし、改選等に伴

う会派数の変更を考慮し、可動式の間仕切りを

備えた柔軟な構造とします。

□ 議員ロビー

・議員ロビーは現在の面積を維持します。

・調査機能を充実させるためＩＣＴ環境の整備を

図ります。

・来庁者のプライバシーに配慮した空間構成とし

ます。

□ 議会図書室

・公共図書館と連携したレファレンスの充実を検

討します。

・図書室機能を発展、充実させるとともに、議員

ロビーに書架を設置します。

□ その他

・開かれた議会のため、市民にわかりやすい位置

に議員の出退表示器を設置します。

P.22 【機能整備の方針 10】　執務空間の整備

□ 打ち合せや作業などのための共有スペース

・日常的に必要な打ち合せや作業、ＯＡ機器 が設

置できる共有スペースを配置します。

・支所・出張所などの外部施設の職員が待機でき

る共有スペースの確保も検討します。

P.26【機能整備の方針 14】災害対策本部機能の整備

□ 災害対策本部室

・緊急時に迅速かつ円滑に支援活動が開始できる

よう、『災害対応事務局開設室』と『災害対策本

部会議室』を常設で設置します。

・『災害対策本部会議室』などについては、平時には、

庁議及びその他の会議にも活用できるものとします。

・災害対策・支援活動に必要となるその他諸室に

ついても、災害対策事務局開設室に併設して配

置します。

４階 仮本庁舎時の基本的な考え方

仮本庁舎時時の４階には、市長室、危機管理課・

災害情報収集室が配置され、災害時には、災害

対策本部として機能するフロアとなります。

災害対策本部室は、通常時に委員会室として

使用されるため、その他の委員会室や議会図

書室と共に中廊下を介して、フロア東側にま

とめて配置するものします。

❶委員会室（災害対策本部関係諸室）
・委員会室は、仮本庁舎においても現状の運

用状況を踏まえた広さを確保した 4 室を計画

します。

・委員会室３・４と災害情報収集室の間には、

移動式壁（SLW：スライディングウォール）

を設け、有事の際には、災害対策本部として

一体利用できる計画とします。

❷ 市長・副市長関係諸室：
専用のセキュリティラインを設置し、独立し

た空間を確保します。廊下に面した出入口に

は窓口を設け、人の出入りを確認できる計画

とします。

５階 仮本庁舎時の基本的な考え方

本会議開催時の利便性を考慮し、議場、会派

控室、議会会議室、議会事務局を同一階に配

置した計画とします。議会事務局は共用ホー

ルに隣接した位置に配置します。また、傍聴

席は共用ホールから直接出入りができる計画

とします。

❸議場
議場は、新第 2 庁舎となった際の用途転用が

しやすいよう、議会関係者席と傍聴席を同一

フロアに配置した平土間式とします。

❹傍聴席
共用ホールから直接出入りができる計画とし

ます。

❺会派控室（議員控室）：
会派控室は、仮本庁舎においても現状の会派・

議員数に応じた広さ・数を満たす計画としま

す。


